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芦屋市個人情報保護条例第１５条第２号の規定に基づく諮問について（答申） 

 平成２６年６月１１日付け芦市病医第５号により芦屋市病院事業管理者から諮問が

ありました市立芦屋病院病診連携システムのオンライン結合による個人情報の提供に

ついては，適当なものと認めます。 

なお，適当と認める理由等は，下記のとおりです。 

記 

１ 適当と認める理由 

(1) システムの概要 

ア 市立芦屋病院の病診連携システム（以下「本システム」という。）は，電子

カルテシステムに保管されている診療記録を申請のあった医療機関等に対し

て提供し，地域医療連携の強化を目的とするものである。 

イ 連携が予定されるのは，市内及び近隣の医療機関等である。 

ウ 本システムにより市立芦屋病院は，患者基本情報，医師カルテ，薬歴記録，

各種検査結果，看護記録等の患者の個人情報（以下「患者情報」という。）を

連携した医療機関等に提供する。  

(2)  公益上の必要性について 

 市内及び近隣の医療機関等と市立芦屋病院が連携することにより，処方，検査

の重複を抑制し，検査結果の共有により患者への速やかな対応が可能となり，地

域医療サービスの質の向上につながることから公益上の必要性は認められる。 

(3) 個人の権利利益を侵害するおそれの有無について 



    本システムは，次のとおりシステム上及び運用上で個人情報保護に関する措置

が講じられる条件下では，条例第１５条第２号が定めている「個人の権利利益を

侵害するおそれがない。」という要件は満たされると認められる。 

ア 本システムによる患者情報の提供は，本人の同意を得た場合に限られている。 

イ 連携する医療機関等には，院内に設置する外部通信専用のサーバーを介して

患者情報を提供し，電子カルテシステムには直接接続しない。 

ウ 通信は，ＳＳＬ暗号化通信及び仮想デスクトップのセキュリティ機能を組み

合わせてセキュリティの向上を図り，外部通信ネットワーク上には強固なファ

イアウォールを設置する。 

エ 連携する医療機関等で本システムを利用する際に使用する端末は，ルート証

明書用のソフトウェアをインストールしたものに限定され，サーバー証明書と

ルート証明書による通信相手の認証を行わなければ患者情報が閲覧できない。 

オ 患者情報の参照は，医師及び看護師に限定し，ＩＤ及びパスワードは定期的

に更新し，操作状況（ログ）を記録する。 

カ 患者情報を参照する者に対して，個人情報の適切な取り扱いについて研修を

行い，個人情報の適正な管理について点検を行う。 

２ 留意事項 

  芦屋市病院事業管理者には，次のことに留意するよう求める。 

(1) 芦屋市情報セキュリティポリシー（芦屋市情報セキュリティ基本方針に関する

要綱及び芦屋市情報セキュリティ対策基準）に準じたセキュリティ管理の徹底を

図ること。 

(2) 連携する医療機関等が本システムにより入手した患者情報の管理及び本システ

ムを利用するために使用するＩＤ及びパスワードの管理について定期的に点検を

行うこと。 

(3) 連携する医療機関等がウイルスパターンファイル等を最新化するなど本シス

テムを利用する際に用いる端末を適正に管理しているか定期的に点検を行うこ

と。 

(4) 連携する医療機関等において，システム上及び運用上で不適切な事案が見られ

た場合は，厳正な措置を講ずること。 

                                  以 上  
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